
　
定
例
会
は
、
１１
月
２７
日
か
ら
１２
月
９

日
ま
で
の
１３
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
藤
岡
市
敬
老
祝
金
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
な
ど
２４
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

◇
２７
日
＝
本
会
議
、
会
期
の
決
定
。

　
議
案
２３
件
を
上
程
、
う
ち
２２
議
案
を

即
決
。

◇
１
日
＝
教
務
厚
生
常
任
委
員
会
。

◇
４
日
＝
本
会
議
　
一
般
質
問
。

◇
５
日
＝
本
会
議
　
一
般
質
問
。

◇
９
日
＝
本
会
議
　
委
員
会
付
託
議
案

１
件
を
可
決
。
市
長
提
出
追
加
議
案
１

件
を
即
決
。

１　　藤岡市議会だより（１６.２.１５）



　
　
　
平
成
１６
年
度
は
小
学
校

６
年
生
の
児
童
ま
で
、
医
療
費

の
無
料
化
を
拡
充
し
て
実
施
す

る
の
か
伺
い
た
い
。

　
　
　
小
学
校
６
年
生
の
児
童

ま
で
、
拡
充
す
る
方
向
で
検
討

を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
現
在
、
所
得
制
限
を
し

て
い
る
が
、
今
後
は
ど
の
よ
う

に
し
て
い
く
の
か
伺
い
た
い
。

　
　
　
児
童
両
親
の
所
得
が
一

定
以
上
あ
る
方
に
は
、
今
後
も

当
分
の
間
は
所
得
制
限
の
中
で

実
施
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
　
　
現
制
度
で
小
学
校
４
年

生
か
ら
６
年
生
ま
で
、
医
療
費

の
無
料
化
を
拡
充
し
た
場
合
の

対
象
児
童
数
と
予
算
額
を
伺
い

た
い
。

　
　
　
児
童
数
約
１
５
０
７
人
、

予
算
額
約
２
５
０
０
万
円
。

　
　
　
小
学
校
１
年
生
か
ら
６

年
生
ま
で
の
、
対
象
児
童
数
と

予
算
額
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
児
童
数
約
２
９
６
０
人
、

予
算
額
約
６
０
０
０
万
円
。

　
　
　
合
併
は
、
何
故
、
１
市

３
町
な
の
か
伺
い
た
い
。

　
　
　
今
ま
で
の
長
い
歴
史
を

踏
え
て
、
藤
岡
市
・
多
野
郡
が

理
想
で
あ
る
が
上
野
村
は
自
主

自
立
、
万
場
町
・
中
里
村
は
神

流
町
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。

そ
う
い
う
中
で
藤
岡
市
・
新
町
・

鬼
石
町
・
吉
井
町
の
１
市
３
町

で
合
併
が
出
来
る
な
ら
ば
、
今

ま
で
の
広
域
事
業
も
ス
ム
ー
ズ

に
遂
行
出
来
る
。ま
た
、議
会
に

於
て
も
意
志
統
一
が
出
来
た
為
。

　
　
　
現
時
点
で
は
吉
井
町
は

高
崎
市
と
も
、
新
町
は
玉
村
町

と
協
議
し
て
い
る
状
況
で
、
１

市
３
町
で
の
枠
組
が
厳
し
い
。

原
点
に
戻
っ
て
議
論
を
し
民
意

を
反
映
さ
せ
る
意
向
調
査
を
す

べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
高
崎
市

と
の
任
意
合
併
協
議
会
に
も
入

り
本
市
の
将
来
像
を
協
議
す
べ

き
と
思
う
が
伺
い
た
い
。

　
　
　
意
向
調
査
に
つ
い
て
は

今
後
、
任
意
合
併
協
議
会
で
議

論
し
必
要
性
が
あ
れ
ば
市
民
の

意
向
を
確
認
し
た
い
。
そ
の
時

期
・
手
法
に
つ
い
て
は
検
討
す

る
。
ま
た
、
高
崎
市
と
の
任
意

合
併
協
議
会
に
つ
い
て
は
、今
、

１
市
３
町
で
進
め
て
い
る
の
で

参
加
は
致
し
ま
せ
ん
。

　
　
　
本
市
の
市
道
の
舗
装
率

は
新
町
、
吉
井
町
と
比
べ
て
も

非
常
に
低
く
、
平
成
１６
年
度
の

道
路
整
備
に
か
け
る
お
金
も
１

億
５
０
０
０
万
円
で
、
現
在
、

市
道
に
認
定
さ
れ
て
い
る
道
路

が
完
全
舗
装
に
な
る
に
は
１５
年

以
上
か
か
り
ま
す
。
又
、
道
路

受
入
基
準
の
改
正
が
な
い
と
生

活
改
善
が
出
来
な
い
私
道
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
今
後
、
道

路
受
入
基
準
を
見
直
し
、
市
内

の
狭
隘
砂
利
道
を
市
道
に
受
け

入
れ
る
等
、
道
路
行
政
を
住
民

本
位
に
変
更
し
て
い
く
考
え
が

あ
る
の
か
伺
い
た
い
。

　
　
　
市
道
全
体
に
つ
い
て
の

舗
装
率
は
約
５９
％
で
あ
り
、
市

街
地
内
で
も
緊
急
自
動
車
の
入

ら
な
い
４
メ
ー
ト
ル
未
満
の
道

路
が
多
く
残
っ
て
い
る
。
現
実

に
は
少
な
い
予
算
で
住
民
か
ら

の
要
望
に
の
っ
と
り
順
次
、
拡

幅
舗
装
を
実
施
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
道
路
受
入
れ
基
準
を

緩
和
す
る
と
、
よ
り
多
く
の
予

算
が
必
要
と
な
り
見
直
し
は
望

ま
し
く
な
い
が
、
道
路
行
政
も

建
設
か
ら
管
理
の
時
代
に
移
行

し
つ
つ
あ
る
の
で
、
今
後
は
既

設
の
道
路
を
よ
り
有
効
に
利
用

す
る
対
策
が
重
要
と
な
り
、
そ

の
為
、
維
持
管
理
費
予
算
を
増

額
す
る
事
も
打
開
策
の
一
つ
と

な
る
か
も
し
れ
な
い
。
更
に
は

現
在
の
道
路
受
入
れ
基
準
を
市

民
に
よ
く
理
解
し
て
も
ら
い
、

該
当
す
る
私
道
等
を
積
極
的
に

受
け
入
れ
る
方
向
が
得
策
と
思

わ
れ
る
。

　
　
　
公
共
工
事
の
公
募
の
あ

り
方
、公
募
の
方
法
、入
札
業
者

の
選
定
審
査
会
の
透
明
性
、
公

開
性
が
求
め
ら
れ
る
時
代
に
な

っ
た
が
、
本
市
で
の
入
札
業
者

の
選
定
基
準
等
の
問
題
点
に
つ

い
て
の
考
え
方
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
公
正
で
透
明
性
の
高
い

２

市
町
村
合
併
につい

て

針

谷

賢

一

道
路
整
備
につ

い
て

茂

木

光

雄

入
札
に
つ
い
て

茂

木

光

雄

義
務
教
育
期
間
に
お
け
る

医
療
費
無
料
化
に
つ
い
て

冬
　
木
　
一
　
俊



入
札
執
行
が
期
待
出
来
る
と
い

う
事
で
、
平
成
１４
年
１０
月
１
日

か
ら
公
共
工
事
価
格
の
事
前
公

表
を
始
め
、
多
く
の
業
者
に
入

札
機
会
を
与
え
る
為
、
一
般
入

札
以
外
に
郵
便
入
札
と
公
募
入

札
を
取
り
入
れ
て
き
た
。
１
年

を
経
過
し
多
種
入
札
制
度
の
長

所
・
短
所
が
見
え
て
き
た
の
で
、

今
後
は
郵
便
入
札
の
拡
大
と
工

事
の
細
分
化
、
更
に
は
コ
ス
ト

の
軽
減
を
目
指
し
た
い
。

　
　
　
藤
岡
市
で
は
、
す
べ
て

が
設
置
で
き
る
共
同
溝
が
な
い

た
め
、
同
じ
場
所
を
５
回
も
６

回
も
通
行
止
め
に
し
工
事
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
今

頃
の
年
末
や
３
月
の
年
度
末
に

な
り
ま
す
と
市
内
の
あ
ち
ら
こ

ち
ら
で
公
共
工
事
の
影
響
に
よ

る
車
の
渋
滞
が
起
き
、
車
の
事

故
も
多
発
し
市
民
の
日
常
生

活
、
地
域
経
済
に
も
大
変
な
悪

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
国

で
は
道
路
工
事
に
伴
う
交
通
渋

滞
を
緩
和
す
る
た
め
に
、
工
事

の
遅
れ
た
事
業
者
に
は
罰
金
を

徴
収
す
る
対
策
を
来
年
度
よ
り

導
入
致
し
ま
す
が
、
当
市
で
は

交
通
渋
滞
を
緩
和
す
る
た
め
に
、

今
後
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
し

て
い
く
考
え
か
伺
い
ま
す
。

　
　
　
同
時
施
工
で
き
る
も
の

は
一
緒
の
工
事
で
施
工
し
、
工

事
の
回
数
を
減
ら
す
よ
う
指
導

し
ま
す
。
ま
た
、
年
末
や
年
度

末
に
は
工
事
も
多
く
な
る
た
め

事
前
に
調
整
会
議
を
行
い
渋
滞

緩
和
に
配
慮
し
、
市
民
に
な
る

べ
く
迷
惑
の
か
か
ら
な
い
よ
う

に
し
た
い
。
ま
た
、
公
共
事
業

は
、
市
民
の
税
金
を
使
っ
た
大

事
な
工
事
で
あ
る
の
で
、
そ
の

執
行
に
つ
い
て
は
重
大
な
責
任

が
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

事
業
執
行
に
当
っ
て
は
、
市
民

へ
の
迷
惑
は
最
小
限
で
済
む
配

慮
や
指
導
を
し
て
行
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
平
成
１３
年
１２
月
に
地
方

公
共
団
体
特
定
事
務
郵
政
官
署

に
お
け
る
取
扱
い
に
関
す
る
法

律
の
施
行
に
よ
り
、
郵
便
局
に

お
い
て
戸
籍
謄
抄
本
、
納
税
証

明
、住
民
票
の
写
し
、印
鑑
登
録

証
明
の
交
付
等
の
事
務
が
出
来

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
当
市

で
は
現
在
、市
役
所
と
日
野
・
美

九
里
公
民
館
の
３
ケ
所
し
か
証

明
書
の
交
付
が
受
け
ら
れ
ず
、

市
民
は
大
変
な
不
便
を
感
じ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
制
度
を
採
用

す
れ
ば
市
内
９
ケ
所
の
郵
便
局

を
利
用
で
き
ま
す
。
こ
の
制
度

を
当
市
で
も
採
用
す
る
考
え
は

な
い
の
か
伺
い
ま
す
。

　
　
　
今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、

郵
便
局
で
の
行
政
事
務
取
扱
い

並
び
に
証
明
書
、
ま
た
、
自
動

交
付
機
等
の
導
入
を
含
め
ま
し

て
、
広
く
住
民
に
利
便
性
の
向

上
を
図
っ
て
行
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
　
　
今
年
度
、
市
か
ら
株
式

会
社
藤
岡
ク
ロ
ス
パ
ー
ク
へ
管

理
費
用
３
０
０
０
万
円
が
投
入

さ
れ
た
が
、
第
３
セ
ク
タ
ー
株

式
会
社
藤
岡
ク
ロ
ス
パ
ー
ク
の

経
営
に
有
効
利
用
さ
れ
て
い
る

か
。
又
、
施
設
維
持
管
理
業
務

委
託
の
見
直
し
に
つ
い
て
お
伺

い
し
ま
す
。

　
　
　
株
式
会
社
藤
岡
ク
ロ
ス

パ
ー
ク
と
し
て
は
赤
字
解
消
の

為
、
自
社
の
社
員
で
出
来
る
業

務
は
可
能
な
限
り
直
接
行
い
、

委
託
業
務
に
つ
い
て
は
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
利
用
等

で
経
費
削
減
に
努
め
る
よ
う
見

直
し
、
現
在
、
契
約
先
と
協
議

検
討
中
で
す
。

　
ま
た
、
経
営
状
況
に
よ
っ
て

は
、
テ
ナ
ン
ト
料
見
直
し
を
契

約
更
新
時
に
随
時
行
い
、
株
式

会
社
藤
岡
ク
ロ
ス
パ
ー
ク
の
経

営
が
成
り
立
つ
よ
う
施
設
全
体

の
採
算
性
を
含
め
る
中
で
、
多

く
の
皆
様
に
喜
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
な
施
設
づ
く
り
を
し
、
今

後
も
立
地
特
性
を
生
か
し
た
藤

岡
市
の
顔
と
し
て
の
発
展
に
努

め
ま
す
。

　
　
　
臨
時
財
政
対
策
債
に
つ

い
て
は
市
が
発
行
す
る
地
方
債

で
、
そ
の
返
済
は
毎
年
地
方
交

付
税
措
置
す
る
と
法
律
で
決
ま

っ
て
い
ま
す
が
、
財
政
運
営
上

は
地
方
交
付
税
と
全
く
同
じ
と

思
わ
れ
る
。
従
っ
て
交
付
税
が

カ
ッ
ト
さ
れ
た
か
ら
合
併
し
か

な
い
と
い
う
議
論
は
、
成
り
立

た
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う

が
伺
い
た
い
。

　
　
　
地
方
交
付
税
と
臨
時
財

政
対
策
債
を
合
算
し
た
場
合
で

は
平
成
１３
年
度
で
は
約
４２
億
９

０
０
０
万
円
、
平
成
１４
年
度
で

は
約
４３
億
１
０
０
０
万
円
で
お

お
む
ね
４３
億
円
前
後
と
な
っ
て

い
ま
す
。
平
成
１５
年
度
は
前
年

度
の
４３
億
円
を
上
回
る
の
で
は

な
い
か
と
想
定
し
て
い
る
。

３　　藤岡市議会だより（１６.２.１５）

合
併
問
題
に
つ
い
て

清

水

保

三

道
路
工
事
に
伴
う

交
通
渋
滞
に
つ
い
て

湯

井

廣

志

郵
便
局
で
の
行
政
事

務
取
扱
い
に
つ
い
て

湯

井

廣

志

ら
ら
ん
藤
岡
につい

て

安

田

肇



　
　
　
藤
岡
市
は
合
併
し
な
く

て
も
財
政
的
に
は
、
や
っ
て
行

け
る
と
思
う
が
伺
い
た
い
。

　
　
　
今
後
の
財
政
運
営
を
考

え
る
と
、
さ
ら
に
厳
し
い
財
政

状
況
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
地
方
交
付
税
は
簡
単
に

減
ら
せ
る
の
か
、
と
い
う
問
題

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
　
地
方
交
付
税
は
地
方
自

治
体
の
財
政
保
障
、
財
政
調
整

機
能
の
役
割
を
担
っ
て
お
り
、

今
後
も
そ
の
役
割
を
担
う
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
限
ら
れ
た
法
的
枠
組
み

の
中
で
、
問
題
解
決
を
検
討
す

る
場
と
し
て
、
広
く
民
意
の
反

映
を
前
提
と
し
た
（
仮
称
）
検

討
委
員
会
設
置
の
考
え
が
あ
る

か
お
伺
い
し
た
い
。

　
　
　
市
と
し
て
も
今
後
、
事

業
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
よ
り

多
く
の
意
見
・
要
望
等
を
お
聞

き
す
る
た
め
（
仮
称
）
検
討
委

員
会
の
必
要
性
を
認
識
し
て
お

り
、
今
後
、
地
元
区
長
・
議
員

の
方
々
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ

き
、
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
検

討
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
委
員
の
数
は
、お
お

む
ね
１５
名
程
度
を
予
定
し
て
お

り
平
成
１５
年
度
中
に
組
織
を
立

ち
上
げ
、
検
討
の
開
始
時
期
に

つ
い
て
は
平
成
１６
年
度
の
早
い

時
期
か
ら
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
基
本
事
業
の
着
手
に
つ

い
て
は
、
今
後
の
見
通
し
も
全

く
た
て
ら
れ
な
い
現
状
の
中
、

基
本
計
画
を
一
時
凍
結
し
、
時

代
に
マ
ッ
チ
し
た
抜
本
的
な
見

直
し
変
更
に
取
り
組
む
べ
き
だ

と
思
う
が
、
具
体
的
な
取
り
組

み
姿
勢
と
考
え
方
を
お
伺
い
し

た
い
。

　
　
　
今
後
、
具
体
的
な
事
業

方
針
を
出
し
て
い
く
中
で
、
関

係
地
権
者
の
意
見
や
県
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
等
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
ご
質
問
に
よ
る
一
時
凍
結

も
含
め
関
係
機
関
と
協
議
を
進

め
、
早
め
に
結
論
を
出
せ
る
よ

う
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
鉄
道
と
バ
ス
の
ア
ク
セ

ス
と
し
て
市
内
循
環
バ
ス
「
レ

ト
ロ
ン
」
の
北
藤
岡
駅
乗
り
入
れ

の
考
え
が
あ
る
の
か
。
ま
た
、

道
路
整
備
が
遅
れ
て
い
る
が
駅

進
入
道
路
（
６
ｍ
）
の
新
設
は

考
え
ら
れ
な
い
の
か
。
以
上
２

点
と
、
利
用
者
の
利
便
性
を
考

慮
し
た
駐
車
場
・
駐
輪
場
の
整

備
に
つ
い
て
お
伺
い
し
た
い
。

　
　
　
今
後
の
事
業
化
の
可
能

性
と
し
て
市
内
循
環
バ
ス
「
レ

ト
ロ
ン
」
の
北
藤
岡
駅
乗
り
入

れ
及
び
、
こ
れ
ら
に
伴
う
進
入

路
の
確
保
に
つ
い
て
、
地
元
住

民
の
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
な

形
で
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
駐
車

場
の
整
備
及
び
Ｊ
Ｒ
敷
地
の
借

り
上
げ
に
よ
る
駐
輪
場
整
備
の

事
業
化
の
可
能
性
に
つ
い
て

も
、
あ
わ
せ
て
検
討
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
　
　
市
職
員
共
済
会
が
藤
岡

祭
り
み
こ
し
参
加
者
に
報
奨
金

を
出
し
て
い
る
が
、
共
済
会
へ

の
補
助
金
は
税
金
の
一
部
で
あ

り
適
正
な
指
導
を
願
い
た
い
。

ま
た
、
消
防
団
員
報
酬
は
精
神

的
負
担
を
加
味
し
算
定
さ
れ
て

い
る
の
か
、
消
防
団
交
付
金
対

象
活
動
が
団
員
で
も
約
３０
回
有

り
月
額
３
８
０
０
円
の
報
酬
は

低
過
ぎ
な
い
か
、
団
運
営
交
付

金
等
と
合
せ
全
市
民
に
理
解
さ

れ
る
様
、
消
防
団
報
酬
と
交
付

金
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
と
思

う
が
伺
い
た
い
。

　
　
　
市
職
員
共
済
会
設
置
目

的
は
「
職
員
の
福
祉
及
び
利
益

保
護
並
び
に
厚
生
制
度
の
適
切

な
運
営
を
図
り
能
率
の
推
進
に

資
す
る
」
と
あ
り
、
藤
岡
祭
り

に
参
加
頂
い
て
い
る
市
職
員
共

済
会
は
み
こ
し
参
加
者
全
員
に

反
省
会
費
用
と
し
て
職
員
の
掛

け
金
を
使
用
し
て
い
る
。

　
消
防
団
員
報
酬
は
他
の
団
体

と
比
べ
低
い
が
、
郷
土
愛
護
の

精
神
を
基
調
と
し
犠
牲
的
奉
仕

団
体
と
認
識
す
る
。
団
運
営
交

付
金
は
来
年
度
減
額
す
る
予
定

で
あ
る
。
懇
親
会
の
一
部
負
担

金
も
必
要
経
費
で
あ
る
。
団
員

の
処
遇
は
関
係
者
と
十
分
協
議

が
必
要
。

　
　
　
①
パ
ト
ロ
ー
ル
強
化
に

つ
い
て
。
②
防
犯
灯
設
置
管
理

の
補
助
金
拡
大
等
明
る
い
街
づ

く
り
に
つ
い
て
。
③
防
犯
ベ
ル

の
無
料
提
供
に
つ
い
て
。
④
子

供
の
安
全
と
犯
罪
抑
止
の
為
に

公
用
車
等
に
子
供
一
一
〇
番
の

黄
色
い
ス
テ
ッ
カ
ー
を
。
⑤
防

犯
対
策
に
関
す
る
条
例
を
制
定

４

北
藤
岡
駅
周
辺
区
画

整
理
事
業
に
つ
い
て

串

田

武

八
高
線
北
藤
岡
駅
周
辺

環
境
整
備
に
つ
い
て

串

田

武

市
規
則
の
見
直
し
と

適
正
運
用
に
つ
い
て

青

正

敏

防
犯
対
策
につい

て

斉

藤

千
枝
子



す
べ
き
と
考
え
る
が
伺
い
た
い
。

　
　
　
①
藤
岡
警
察
署
と
緊
密

に
連
絡
を
と
り
合
い
、
パ
ト
ロ

ー
ル
を
強
化
し
て
い
る
。
来
年

度
に
つ
い
て
は
緊
急
地
域
雇
用

創
出
特
別
事
業
で
県
に
要
望
書

を
提
出
。
年
間
通
じ
て
の
安
心

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
は
関
係
者
に

理
解
を
頂
き
取
り
組
む
。
②
防

犯
灯
は
市
内
に
約
３
０
０
０
灯
。

補
助
に
つ
い
て
は
努
力
す
る
。

③
防
犯
ベ
ル
は
検
討
し
ま
す
。

④
日
常
的
に
ス
テ
ッ
カ
ー
を
掲

示
し
た
車
が
市
内
に
増
や
せ
る

よ
う
警
察
署
や
関
係
機
関
に
協

力
依
頼
を
し
て
い
く
。
公
用
車

も
関
係
部
局
と
協
議
し
て
ま
い

り
た
い
。
⑤
藤
岡
警
察
協
議
会

長
及
び
署
長
名
で
条
例
制
定
の

要
望
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。

市
町
村
合
併
の
枠
組
み
も
視
野

に
入
れ
、
十
分
検
討
し
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
。

　
　
　
水
道
料
金
の
値
上
げ
を

考
え
て
い
る
の
か
お
伺
い
し
ま

す
。

　
　
　
国
庫
補
助
金
、
一
般
会

計
出
資
金
、
企
業
債
な
ど
で
財

源
手
当
は
で
き
る
の
で
、
す
ぐ

の
料
金
改
定
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
　
放
置
林
が
も
た
ら
す
影

響
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
と
ら

え
て
い
る
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

　
　
　
森
林
本
来
の
木
材
資
源

の
供
給
や
水
源
の
か
ん
養
、
国

土
の
保
全
等
、
森
林
の
持
つ
多

様
な
機
能
が
低
下
す
る
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。
特
に
間
伐
等
の

手
入
れ
を
さ
れ
な
い
放
置
林
は

び
っ
し
り
と
混
み
合
い
、
最
悪

の
場
合
、
地
面
に
太
陽
の
光
が

届
か
ず
、
草
や
他
の
木
が
生
え

な
く
な
り
土
が
む
き
出
し
に
な

る
た
め
、
雨
が
降
る
と
表
土
が

流
さ
れ
て
し
ま
う
状
況
が
考
え

ら
れ
、
深
刻
に
受
け
止
め
て
お

り
ま
す
。

　
　
　
放
置
林
を
解
消
す
る
た

め
の
対
策
に
つ
い
て
お
伺
い
し

ま
す
。

　
　
　
国
で
も
森
林
整
備
が
必

要
な
森
林
に
対
し
て
森
林
施
業

地
域
活
動
支
援
交
付
金
制
度
を

創
設
し
ま
し
て
、
県
並
び
に
藤

岡
市
に
お
い
て
も
支
援
を
し
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
は
森
林
施
業

計
画
の
認
定
を
受
け
、
市
町
村

長
と
の
協
定
に
基
づ
き
林
業
施

業
に
不
可
欠
な
現
況
の
調
査
、

歩
道
整
備
等
の
事
業
を
行
っ
た

場
合
、
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り

１
万
円
の
補
助
が
あ
り
、
平
成

１４
年
度
よ
り
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
間
伐
を
促
進
す
る

た
め
、
間
伐
等
森
林
整
備
促
進

対
策
事
業
並
び
に
緊
急
間
伐
促

進
対
策
事
業
の
実
施
に
よ
り
ま

し
て
森
林
資
源
の
質
的
な
充
実

を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も

県
、森
林
組
合
、森
林
所
有
者
と

緊
密
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

こ
れ
ら
の
事
業
を
推
奨
し
て
い

き
、
適
切
な
森
林
管
理
が
で
き

る
よ
う
な
支
援
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
林
業
従
事
者
の
雇
用
と

育
成
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

　
　
　
森
林
整
備
担
い
手
対
策

事
業
、
林
業
労
働
者
育
成
研
修

事
業
に
補
助
金
を
出
し
、
森
林

を
維
持
し
、
安
定
し
た
林
業
経

営
の
た
め
の
安
全
な
作
業
の
実

施
及
び
新
規
就
業
者
の
育
成
、

定
着
促
進
の
た
め
の
支
援
措
置

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
藤
岡
高
校
、
藤
岡
女
子

高
校
へ
の
進
学
率
低
下
の
背
景

と
原
因
に
つ
い
て

　
　
　
平
成
７
年
度
、
市
内
５

中
学
校
卒
業
生
８
１
８
人
の
う

ち
両
校
へ
の
進
学
数
は
２
４
１

人
で
、
進
学
率
は
２９
・
５
％
。

平
成
１５
年
度
は
市
内
中
学
校
卒

業
生
６
６
３
人
中
、
両
校
へ
の

進
学
者
は
８７
人
で
進
学
者
全
体

の
１３
・
１
％
で
し
た
。
主
な
原

因
と
し
て
は
大
学
進
学
率
、
部

活
動
の
低
迷
。
ま
た
私
立
高
校

の
経
営
努
力
に
よ
る
台
頭
な
ど

が
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
新
設
男
女
共
学
校
の
建

設
地
に
つ
い
て

　
　
　
県
教
育
委
員
会
に
対
し

新
高
校
を
新
た
な
場
所
で
の
開

校
と
し
て
要
望
し
た
の
は
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
関
係
者
、
市
内
小
中
学
校

校
長
会
か
ら
も
新
た
な
場
所
に

建
設
し
て
欲
し
い
と
の
意
見
が

多
く
出
さ
れ
た
こ
と
や
現
在
の

藤
岡
高
校
地
面
積
４
・
１
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
は
狭
く
、
県
計
画
の

現
在
地
で
６
階
建
て
校
舎
で
は

藤
岡
高
校
周
辺
は
住
宅
地
で
あ

り
景
観
上
ふ
さ
わ
し
く
な
い
等

の
理
由
で
要
望
し
て
い
る
。

５　　藤岡市議会だより（１６.２.１５）

す
。

水
道
事
業
に
つ
い
て

橋

本

新

一

高
校
統
合
に
つ
い
て

三

好

徹

明

森
林
整
備
に
つ
い
て

橋

本

新

一



６

　
平
成
１６
年
の
新
春
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　
本
年
は
、
昭
和
２９
年
の
合
併
か
ら
、

藤
岡
市
制
５０
周
年
を
迎
え
る
記
念
す

べ
き
節
目
の
年
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
１５
年
１２
月
８
日
に
は

藤
岡
市
・
鬼
石
町
・
吉
井
町
で
の
合

併
を
進
め
る
任
意
合
併
協
議
会
が
設

立
さ
れ
、
今
後
の
将
来
を
決
め
る
協

議
が
さ
れ
る
重
要
な
年
で
す
。

　
１２
月
定
例
会
で
は
、
２
日
間
に
わ

た
り
１１
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行

い
合
併
、
財
政
、
福
祉
、
教
育
等
に
つ

い
て
熱
い
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
編
集
委
員
会
で
は
、
地
方
分
権
や

市
町
村
合
併
論
議
が
本
格
化
す
る
中
、

議
会
活
動
が
よ
り
分
か
り
易
く
身
近

に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
市
議
会
だ
よ
り

の
一
層
の
充
実
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
　
委
員
長
　
反
町
　
　
清

　
　
副
委
員
長
　
斉
藤
千
枝
子

　
　
委
　
　
員
　
串
田
　
　
武

　
　
　
〃
　
　
木
村
　
喜
徳

　
　
　
〃
　
　
青
　
　
正
敏

　
　
　
〃
　
　
清
水
　
保
三

　
　
　
〃
　
　
　
田
　
達
哉

　
　
　
〃
　
　
久
保
　
信
夫

番　号 件　　　　　　　　　　　　　名 結　　果

専決処分の報告について（損害賠償の額を定めることについて）

専決処分の承認を求めることについて（平成１５年度藤岡市一般会計補正予算第２号）

藤岡市職員の給与に関する条例の一部改正について

藤岡市議会議員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について

藤岡市長・助役及び収入役の諸給与支給条例の一部改正について

藤岡市教育委員会教育長の諸給与支給条例の一部改正について

藤岡市税条例の全部改正について

藤岡市税条例の全部改正に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について

藤岡市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正について

藤岡市火葬場条例の一部改正について

藤岡市保育所条例の一部改正について

藤岡市福祉医療費支給に関する条例の一部改正について

藤岡市栗須の郷の設置及び管理運営に関する条例の一部改正について

藤岡市ゆったり館の設置及び管理運営に関する条例の一部改正について

藤岡市敬老祝金条例の制定について

工事委託契約締結の議決事項の変更について（藤岡市公共下水道事業新立石樋管新設工事）

市道路線の廃止について

市道路線の認定について

平成１５年度藤岡市一般会計補正予算（第３号）

平成１５年度藤岡市国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第１号）

平成１５年度藤岡市介護保険事業勘定特別会計補正予算（第１号）

平成１５年度藤岡市学校給食センター特別会計補正予算（第１号）

平成１５年度藤岡市下水道事業特別会計補正予算（第２号）

平成１５年度藤岡市簡易水道事業等特別会計補正予算（第１号）

平成１５年度藤岡市水道事業会計補正予算（第１号）

公の施設（吉井町自家用有償バス停留所）の設置に関する吉井町との協議について

平成１５年度藤岡市一般会計補正予算（第３号）に対する修正の動議

　

報告

承認（全員一致）

可決（多　　数）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（多　　数）

可決（全員一致）

可決（多　　数）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（多　　数）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）　

　

　

否決（少　　数）

報告１３号

報告１４号

第８１号

第８２号

第８３号

第８４号

第８５号

第８６号

第８７号

第８８号

第８９号

第９０号

第９１号

第９２号

第９３号

第９４号

第９５号

第９６号

第９７号

第９８号

第９９号

第１００号

第１０１号

第１０２号

第１０３号

第１０４号

第１００号　

　

　議会は３・６・９・１２月の
定例会と随時の臨時会が開か
れます。
　傍聴希望者は、市民相談室
へ申し込んでください。
　問い合わせは市議会事務局
（��１２１１内線２３６１）へ

市長提出議案

動 　 　 　 議


